
「岡山県産業廃棄物処理税」の主な使途（H22当初予算）

Ⅰ 産業活動の支援

「岡山県産業廃棄物処理税」は、循環型社会の構築を推進するため、３つの使途を柱として各種の事業に活用しています。

Ⅱ 適正処理の推進 Ⅲ 意識の改革

産業廃棄物に係る３Ｒの促進のための技術導入や施
設整備を実施します。

産業廃棄物に係る不法投棄の防止など公平性・社会正
義を実現します。

県民の生活様式を変革し、３Ｒの推進に向けた県民
の実践的な取組等を誘導します。

環境にやさしい企業づくり事業

•グリーン製品の使用・販売の促進や、ゼロエミッションに積極的に取り組む事業所を
認定するとともに、当該事業所や認定制度をＰＲします。

循環型産業クラスター形成促進事業

•リサイクルビジネスの創出に向け、企業や大学等の技術シーズと企業ニーズのマッチングに取り組むととも
に、資源化技術の開発や事業化を促進します。

•リサイクル品のビジネス化が進むよう需要拡大に向け
た取組を行い、環境産業の振興を図ります。

グリーンバイオ･プロジェクト推進事業

•バイオマス資源を、高機能新素材や汎用的なバイオ燃料として活用するため、産学官連携による超微粉砕技
術の開発や、関連製品の利用に係る普及啓発事業等を実施します。

工業技術センター研究開発費

•輸送機器部品の軽量化・高耐久性化や脱有害物質化の研究を行うことで、廃棄物の発生量の削減や適正処
理・有効利用を促進させます。

畜産バイオマスエネルギー回収技術実証試験事業

•家畜ふん尿を原料としたメタン発酵施設においてメタンを効率的に
回収し、クリーンでエネルギー効率の高い燃料電池への応用を検討
します。

河川敷を活用！低コスト自給飼料確保対策事業

•河川敷の刈草を家畜飼料や家畜ふん尿のたい肥化の
ための副資材として有効利用するための検討を行い
ます。

地域資源型ＴＭＲの活用による飼料自給率向上システムの確立

•食品製造副産物等を活用した混合飼料(ＴＭＲ飼料)の製造技術について研究を行います。

産業廃棄物不適正処理防止強化事業

•産業廃棄物の不法投棄防止に向けた普及啓発や県外からの不法投棄を未然
に防止するための収集運搬車両の検問、処理業者の資質向上のための研修
会や設備整備等への支援を行います。

監視指導体制強化事業

•産業廃棄物の不適正処理を監視するため、警察官ＯＢの配置、警備会社へ
の監視委託、監視カメラの設置、不法投棄110番の設置、不法投棄防止ネッ
トワーク化事業、上空監視等を行います。

産業廃棄物処理業者対応力強化事業

•産業廃棄物の不適正処理に対する責任追及が図れる体制を構築し、厳格な行政処分が行いうる環境を整備する
ため、指導担当職員の能力向上等を図ります。

ポリ塩化ビフェニル廃棄物処理推進事業

•難分解性や毒性の問題から製造・使用が禁止されているポリ塩化ビフェニル廃棄物を円滑に処理するため、当
該処理基金に所要額を拠出します。

産業廃棄物実態調査事業

•県内の産業廃棄物の発生量、最終処分量等を把揜し、効果的な施策を推進するため、県内の多量排出事業者や
処分業者への実態調査を行います。

廃棄物処理計画等策定事業

•県内の産業廃棄物最終処分場の埋立容量等を把揜するため、航空レーザーによる測量を実施します。

アスベスト対策指導啓発推進事業

•産業廃棄物であるアスベストの適正処理を行うため、解体現場周辺での濃度調査を行
います。

環境保健センター調査研究費等

•産業廃棄物等に含まれる超微量の化学物質の分析、産業廃棄物不適正処理発見時の迅
速かつ高度な分析のための調査研究を行います。

浜と取り組む海上ゴミ等対策事業

•災害等で流出した海上ゴミについて、漁業者・県・市町村が役割分担し適正かつ迅速な処理を進めます。

環境保全型畜産確立対策推進事業

•家畜排泄物の処理技術の向上とたい肥としての利用促進を図ることにより、資源リサイクルの促進を図ります。

環境教育推進事業

•小中学生等に対し、循環型社会へ向けた具体的な消費行動及び意識改革を促すため、総合的な環境教育・学
習を行います。

おかやまエコフィールド体験事業

•循環型社会へ向けた県民の具体的な消費行動及び意識改革を促すため、資源循環を推進している先進的企業
や廃棄物処理施設の見学体験等を行います。

ごみゼロ社会推進事業

•岡山県ごみゼロ社会プロジェクト推進会議の開催等を通じて、ごみの減量化
やリサイクル等についての意識高揚や再生品の使用促進を図ります。

循環資源情報提供システム整備事業

•循環資源マッチングシステムにより、事業者間等における廃棄物の再利用や不用品の交換を促進します。

エコフェスタおかやま開催事業

•循環型社会形成をテーマに、県民・事業者・行政が一堂に会し、廃棄物などの
環境問題について理解と認識を深めるため開催します。

おかやま・もったいない運動推進事業

•循環型社会の形成に向けた「３Ｒ推進」や「温暖化防止」について、県民の意識改革と実践行動を促すため、
推進大会などの各種取組を行います。

エコタウン推進事業

•環境調和型まちづくりを推進し、ソフト事業及び各種民間ゼロエミッション
プロジェクトの進行管理や支援事業を行います。

協働による環境学習推進事業

•循環型社会へ向けた県民の具体的な消費行動及び意識改革を促すため、ＮＰＯ等との協働による総合的かつ
効果的な環境学習の企画・実施を推進します。

エコライフ推進事業

•事業者・消費者団体・行政が協働し、レジ袋の削減を
実施するためのさまざまな啓発を行います。

里海保全活動支援事業

•海面の利用機会が多い海洋関係の団体等が県及び関係市町の支援のもとに、ボランティア活動として海面の
清掃活動等を行い、瀬戸内海の環境保全を推進します。

スーパーエンバイロメントハイスクール研究開発事業

•資源循環に積極的に取り組む高等学校を指定することにより、大学や研究機関との連携による産業廃棄物の
有効利用に関する研究を推進します。

高校生「エコ広場」ＵＤ整備事業

•環境学習や循環型社会の形成に資するため、高校生が自ら
企画・提案し、エコ製品を活用したＵＤに配慮したエコ広
場を整備します。

岡山県エコ製品

岡山エコ事業所

地域ミニエコタウン

B - n e t 事 業

お か や ま N e t a s

岡山県統一ノーレジ袋デー

岡山県マスコット「ももっち」

岡山県マスコット「うらっち」
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平成２２年度「岡山県産業廃棄物処理税」事業・当初予算

総 予 算 額 ４７６，９３６ 千円

産
業
活
動
の
支
援

環境にやさしい企業づくり事業 ３，７５１ 千円

循環型産業クラスター形成促進事業 ８４，０３３ 千円

グリーンバイオ・プロジェクト推進事業 ６３，２４７ 千円

工業技術センター研究開発費 ８，３８９ 千円

畜産バイオマスエネルギー回収技術実証試験事業 ８，８４８ 千円

河川敷を活用！低コスト自給飼料確保対策事業 １，８１７ 千円

地域資源型ＴＭＲの活用による飼料自給率向上システムの確立 １９，４８０ 千円

適
正
処
理
の
推
進

産業廃棄物処理施設等建設促進事業 ４７，２２９ 千円

産業廃棄物監視強化対策事業 １０９，９８９ 千円

アスベスト対策指導啓発推進事業 ２，４５７ 千円

環境保健センター調査研究費等 ２２，６５１ 千円

浜と取り組む海上ゴミ等対策事業 １，６００ 千円

環境保全型畜産確立対策推進事業 ２，３８９ 千円

意
識
の
改
革

環境学習推進事業 ３４，６０２ 千円

循環型社会形成推進事業 ３５，５３７ 千円

里海保全活動支援事業（海面アダプト事業） １４２ 千円

スーパーエンバイロメントハイスクール研究開発事業 ２０，７７５ 千円

高校生「エコ広場」ＵＤ整備事業 １０，０００ 千円

お問い合わせ 岡山県環境文化部循環型社会推進課 岡山市北区内山下2-4-6 ＴＥＬ (086)226-7306

ホームページ ●岡山県産業廃棄物処理税に関すること
税務課ＨＰ http://www.pref.okayama.jp/soshiki/kakuka.html?sec_sec1=11

●岡山県産業廃棄物処理税を活用した事業に関すること
循環型社会推進課ＨＰ http://www.pref.okayama.jp/soshiki/kakuka.html?sec_sec1=30

岡山県産業廃棄物処理税のしくみ

排出事業者
（納税義務者）

中間処理業者
（納税義務者）

最終処分業者
（特別徴収義務者）

県

課税

課税

申告納入

申告納付

●納税義務者
産業廃棄物の排出事業者又は中間処理業者
（最終処分場に産業廃棄物を搬入する者）

●課税標準・税率
最終処分場への搬入量１トンにつき１，０００円
＊課税免除はなし
（例）最終処分量４．３２１ｔの場合、４，３２０円

（０．０１トン未満切り捨て）

●徴収方法
＊特別徴収義務者（最終処分業者）からの申告納入
＊自社処分の場合は、申告納付

（自社処分）

（自社処分）

岡山県マスコット「ももっち」と「うらっち」
岡山県マスコット「ももっち」

岡山県マスコット
「うらっち」


